
■「永続支援」という仕事■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 214号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：「永続支援」という仕事  

 

僕は自分の名刺を外注せず、無料アプリを使って自作している。 

その理由には、もちろん費用の節約も有るが、それより名刺の内容が頻繁に変化するためだ。 

僕は 2009 年に㈱ものづくり学校を退社して以降、他人の組織や法人に就労していない。 

自分で生み出した組織以外では就労せず、顧問や事務局長として組織の運営をサポートしている。 

だから、支援先の法人については名刺の裏に所属法人と表記して、内容が変わるときはその日付を表記する。 

現在使用中の「20190513 版」には、新規サポート先の「ユナイテッドスクールオブ東京」と、「特定低非営利活

動法人 HOME-FOR-ALL」を加筆した。 

だが、もう一つ大事な変更として、業務内容に「永続支援」を追加したので、今日はこのことについて説明を加

えたい。 

・ 

そもそも僕の業務は、これまで起業支援と創業支援の２つだった。 

起業とは、他に無い新たな事業を生み出すこと。 

進路を決めたり、合意を形成したり、事業を創出することは、本来自分の力でやるべきことだが、あえてそれを

手伝う「おせっかい」を僕はやりたいと思う。 

創業とは、これまでやったことのない事業に初めて挑むこと。 

建築発注、土地利用、破たん処理などを初めてやる人にとって、僕のこれまでの経験が役立つのなら「用心棒」

として大いに利用して欲しい。 

この二つは、「あまり他の人がやらないこと」や、「僕ならではの経験を生かすこと」という意味で、まさに僕の

役割だと思ってきた。 

だが、笑恵館をはじめとする土地利用や所有者支援など、「現在僕が夢中になっている仕事」は、これら二つと少

し違う。 



だから僕は、この仕事を「起業・創業」と並べて説明できるようになりたくなった。 

・ 

「永続支援」とは･･･財産を法人所有して継承する[永続化]サービス･･･のこと。 

継承とは「すべてをそのまま引き継ぐこと」で、モノやカネだけでなくそこに込められた思いや、必要な技術・

知識などがすべて含まれる。 

そして、継承の繰り返しを願うことで、永続化を目指すことができる。 

その意味で言えば、「相続」はむしろその逆で、そのままでなく分割したり、相続後は自由に売却したりと「終わ

り方」を意味している。 

「継承という条件」を伴わない売買や、期限付きの賃貸なども、「永続性」にはたどり着けない「終わり方」の仕

組みと言える。 

そこで僕は、「どうしたら永続性を実現できるのか」を真剣に考えたい。 

「持続可能性」とか、「サスティナビリティ」といった言葉を、ただの掛け声でなく現実化したいと思う。 

・ 

そのために僕は、「家族創出・事業継承・地域経営」の３つの課題に取り組みたい。 

まず、財産や事業を継承する人を生み、育てる「家族」の仕組みを「法人」を活用して創出する。 

血縁家族の仕組みの崩壊は、天皇家の例にとって説明済みだが、「相続」という制度はまさにこの血縁家族に基づ

いており、血縁に縛られない「新たな家族」を作るには、相続制度とも決別する必要があると確信する。 

そして、特に「土地という財産」を継承するには、土地を資源とする事業を創出し、何もしない所有者から、働

く事業者に変わる必要がある。 

継承とは、事業のための知恵や技術や志を引き継ぐことであり、権利書の隠し場所をこっそり教わることじゃな

い。 

そして最後に、地域経営を行政や企業に任せずに、所有者自身が担うこと。 

僕が永続性を願うのは、世界を自由に動き回る企業ではなく、いつまでも継続すべき地域社会を放置や放棄から

救うための事業に挑むことだ。 

・ 

起業や創業とは、いずれも新たな事業を生み出すことだけど、その事業が目指すのは成功と継続だ。 

だが、この二つを一つにまとめて「成功の継続」と考えるのは、間違いだ。 

成功とは失敗の反対だが、この二つは継続でなく「終わり方」を示している。 

お金を儲けたり、目的を実現することで終わることを「成功」、損したり目的を実現できずに終わることを「失

敗」と呼ぶに過ぎない。 

だが、「継続」とは、成功や失敗とは関係なく「終わらないこと」を意味している。 

僕ら人類は、猿人→原人→旧人類を経て、約 20万年前に生まれた新人類と考えられている。 

現在僕たちが存在するのは、様々な成功や失敗を経て新人類が「継続」してきたからに他ならない。 

だからこそ、僕たちの未来もまた「継続」が無ければあり得ない。 

だから僕は「成功と失敗」に加えて、「継続と終結」という価値観を提案したい。 

何を続け、何をやめるべきなのか･･･僕はこの問題に挑みたい。 

 

http://nanoni.co.jp/20190609/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のトピックス：6/13 恒例・生田緑地でホタル狩り 



 

生田緑地とは、小田急線向ヶ丘遊園駅からほど近い丘陵地帯のこと。 

民家園やゴルフ場、専修大学キャンバスなどがあります。 

僕は 1990 年ころからボーイスカウト・ビーバー隊長を引き受けて、様々な遊び場を開拓したのですが、中でも

生田緑地の「ホタルの里」は、現在でもおすすめの穴場スポットです。 

ビーバー隊とは、幼稚園の年長と小学 1年生を対象にしたボーイスカウトの予備隊みたいな活動ですが、夕方に

集合し、暗くなって怖くなるまで缶蹴りをやって、闇に眼を慣らしてからホタル見物をしたものです。 

虫たちは、人の吐く二酸化炭素に集まるとか。 

「ホー、ホー、ホータル来い！」という歌は、二酸化炭素をホーっと吐いて、ホタルを集める歌だとか？ 

そんな話を案内ボランティアのおじいさんから聞きました。 

ある年は、取引先に連れられて赤坂のコリアンバーに行った時、酔った勢いで「これからホタル見に行くぞ！」

と言ったら、ホステスの子たちが「きゃーホテル！」とはしゃいで付いて来たことがありました。 

でも、その子たちがホタルの光を見て、故郷を思い泣くのを見たりして、僕にとってはこれも不思議な思い出で

す。 

 

その後も僕は毎年行き続け、今年は約 30回目になるわけです。 

よろしければ一緒に行きましょう。 

6/13 木曜日、笑恵館を 19時ころ出発しますので、それまでにお越しください。 

 

http://shokeikan.com/hotall 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）06/10 〇11～18時 面談可（笑恵館） 

（火）06/11 ◎作業日・終日面談可（青葉台） 

（水）06/12 〇16～19時 面談可（渋谷） 

（木）06/13 〇10-18時 面談可（笑恵館） 

16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議 

19-21 時 ★笑恵館発 ホタル狩り（生田緑地） 

（金）06/14 ◎作業日・終日面談可（青葉台） 

19-21 時 ★カプラー起業交流会（三茶） 

（土）06/15 〇10-18時 面談可（笑恵館） 

10-18 時 ★まつむら塾（笑恵館） 

（日）06/16 ◎15時以降面談可（新木場方面） 



10-15 時 ●チャレンジアシストプログラム 公開審査会（BumB） 

 

■その後のイベント 

06/20 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

06/22 ★まつむら塾（笑恵館） 

06/23 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（名栗） 

06/27 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

06/29-07/01 台湾激安ツアー 

07/05 ★まつむら塾（笑恵館） 

07/11 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

07/11 ★笑恵館クラブ運営会議 

07/12 ★カプラー起業交流会（三茶） 

 

今週は、金曜〆切の仕事があり、ちょっとパニックです。 

松村の予定はこちらで随時公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


